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第1章　はじめに
1）基本計画策定の目的
2）基本計画策定までの流れ

第 1章では、計画の目的と、会議体制や会議の流れ等の基本計画策定までの流れを示します。





１）基本計画策定の目的 
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（1）基本計画策定の背景
　JR 肥前鹿島駅は特急及び普通列車が停車する鹿島市の主要駅ですが、令和４年９月２３日の西九州新幹線開
業に伴い、特急列車の大幅減便が予定されており、乗降客数や利用形態も様変わりすることが予想されます。
　　
　このような状況の中、代替交通の検討や近隣新幹線駅との連携も含め、鹿島市の顔・公共交通の玄関口とし
てどうあるべきかを令和２年度～３年度に鹿島市が実施した『JR 肥前鹿島駅周辺整備全体構想策定業務 』に
おいて検討し、『JR 肥前鹿島駅周辺整備全体構想 （以下、「全体構想」）』を令和３年 11月に策定しました。 
　　
　全体構想では、① 交通結節点をまちの交流循環拠点へ機能強化すること、② 豊かな暮らしや風景を感じられ
るまちの玄関口であること、③ 歴史と文化を活かし、賑わいを創出すること、の３つを整備目標に掲げ、JR 肥
前鹿島駅周辺まちづくりのテーマ（コンセプト）である『人と自然がつながる私たちの “まちの駅”』を、市民
の力で創り出すこととしています。特に、人口減少社会の中、公共交通機関を使わない人も憩い集う交流の場
となることが期待されています。

（2）基本計画策定の目的
　「JR 肥前鹿島駅周辺整備基本計画」策定の目的は、駅周辺施設の必要機能を検討し、基本設計及び今後、佐
賀県と鹿島市で実施する実施設計、施工へと繋げるだけでなく、全体構想の実現に向けた整備の基本的な考え
方を佐賀県と鹿島市が共同で検討し、計画を策定することで、駅周辺施設の一体的な整備の必要性を共通認識
とすることです。
　　
　駅周辺施設の一体的な整備を図るには、各施設の整備主体間の合意形成が不可欠であり、機能を十分に発揮
するためには全体調整を図るなど全体をマネジメントする機能が必要となります。さらに、市民に利用される
施設となるためには、施設を利用する市民の声を反映し、施設に対する愛着を醸成する必要があることから、
計画段階からの市民参加の促進が求められます。こういった背景の中、関係者が一丸となって全体構想の実現
を目指す基本的な考え方として、「JR肥前鹿島駅周辺整備基本計画」を策定しました。

　なお、今後、基本設計から実施設計へと事業内容を精査していく過程において、この基本計画の内容の一部
は変更されることがあります。

■JR肥前鹿島駅周辺整備全体構想（令和３年１１月）抜粋（巻末 -3構想概要版参照）
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3 ) イメージパース

市営駐車場(送迎車両一時待機所） 一般車ロータリー
駐輪場

展望広場 民間活力誘導ゾーン

現駅舎

公共交通ロータリー市営駐車場(パーク＆ライド)

新駅舎

えきまち広場 賑わい拠点施設

駅やバス、周辺施設を利用される人の駐車場です

新駅舎と市営駐車場を結びつつ、
電車や山並みを眺望できます

外観は昭和５年建設当時の面
影を復原し、内部は静かな待
合スペースを整備します

官と民が協力しながら、民間の商業施設やオフィス施設などを誘導します

経ヶ岳

中心市街地と駅を繋ぐ新たな賑わいを
生む施設（建築物等）として整備します

雨に濡れずに、バスやタクシー等に乗り降りができます

展望広場を通って新駅舎への動線を短縮し
お迎えの車両はここで一時待機できます

来訪者や市民への情報発信機能や交通案
内機能を強化し、利便性を向上させます

お見送りの車両の乗降場になります

多様な居場所として、イベント等で
も活用しやすいように整備します

雨に濡れずに、自転車を止めやすい駐輪場ができます

　民間活力誘導ゾーンの建築物についても鹿島の玄
関口としての景観コントロールに努めていきます。

　全体構想策定段階から工事が完了し管理運営段階に至るまで、ワークショップなどの開催による市民や商業者の参画を促し、
駅舎や駅周辺の整備は自分たちの事だと認識してもらう『まち育て意識の醸成』に努めていきます。

【街なみを整えるための「仕組みづくり」】 【駅周辺整備事業に参画してもらうための「仕組みづくり」】

【駅前空間に公共交通機関を集約するための「仕組みづくり」】
 関係部署や公共交通を運行する民間事業者等と協議し、駅前空間を公
共交通の結節点として強化していきます。
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・一般車ロータリー南側に配置
・主に南側及び線路東側からの利用を想定

・新駅舎と市営駐車場を結ぶ広場
・お迎えを待つ、電車を見る、
   多良岳山系の風景を楽しむなど

・朝の見送りに対応できる乗降場を確保
・障がい者、高齢者、妊産婦、子ども連れ
  の方が安心して利用できるバリアフリー
  乗降場を改札口近くに配置
・朝夕の送迎時間帯以外の有効活用として
　観光客等の来街者向けの送迎サービス
　（マイクロバス等）の乗降場利用を検討

・夕方のお迎え待機スペース
・遠方からのお迎えやお見送りにも対応

・駅周辺の民間駐車場と併せて需要に対応
・防災機能　 

タクシープール

・一般タクシー
・のりあいタクシー

路線バス
乗降場

展望広場展望広場
新駅舎現駅舎

路線バス　
タクシー乗降場
のりあいタクシーのりば　
観光・高速バス等　

高速バス
観光バス
等乗降場

国道207号

県道 309号

県
道
229
号

肥前鹿島駅前交差点

スカイロード

・国道沿いに配置
・主に国道南北方面及びスカイロードからの利用を想定
・夕方から翌朝までは鹿島高校生が利用し、日中は一般
   利用及び周辺施設の駐輪需要に対応

・緑のネットワークの
　形成
・イベント利用可能な
　広場及び設備
・多様な居場所の確保
・中心市街地との連携

配置・規模
は今後検討

配置・規模は今後検討

西側駐輪場

南側駐輪場

民間活力誘導ゾーン民間活力誘導ゾーン

賑わい
拠点施設

公共交通ロータリー えきまち広場

市営駐車場

一般車ロータリー

送迎車両一時待機所

官と民が協力しながら、民間の商業施
設やオフィス施設などを誘導する区域

公共交通（バス・タクシー）動線

一般車動線

自転車動線

まちと駅を結ぶ歩行者主動線

アクセス（進入）
イグレス（退出）
押しチャリ

アクセス（進入）
イグレス（退出）

アクセス（進入）
イグレス（退出）

凡例
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1 ) 駅周辺整備構想の考え方
(4) まとめ

・歴史と記憶の継承
・静かな待合スペース
　など

・新たな賑わいを生む拠点施設
・交流スペース、カフェ、キッズ
　スペースなど
・えきまち広場との一体的利用

・観光案内と情報発信
・居場所の創出
・業務施設
・防災機能　など

観光客を対象としたレン
タカー、レンタサイクル、
電動化されたモビリティ等
の待機スペースとして検討

駅および駅周辺の整備について、次の点を全体的に考慮する。
・ユニバーサルデザイン　・屋根付き通路　・防災機能　
・ＳＤＧｓ　・PPP（官民連携手法）

※整備にあたっては民間用地取得も含めて検討する
※公共交通の再編や新たなモビリティの導入について
　は、今後、関係部局および事業者等と連携していく
　ものとする
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南
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1 ) まちなか整備目標と基本方針の設定 
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さくら通り
スカイロード

●市民交流プラザ

駅舎
+

駅前広場

肥前浜宿酒蔵通り●
祐徳稲荷神社●

旭ヶ岡
公園

蟻尾山
公園

地区市域

中川 鹿島市役所●

環境・交流循環拠点
全体方針の概念図

「環境・交流循環拠点づくり」の考え方
　課題への対応の 3つの方向性でも示したように、「JR 肥前鹿島駅周辺地区」はこ
れまでの交通結節の場所から “交流循環”の拠点へ、また多良岳山系から市内の平野、
さらには肥前鹿島干潟や有明海を結ぶ “環境循環” の拠点となっていくことが望ま
れます。
　交流循環の拠点では、主役は市民や来訪者です。駅周辺地区での交流を目的とし
た、ゆっくり・のんびりと過ごしてもらう空間づくりを目指します。駅周辺地区に
は市民や来訪者の交流を生み出す施設や広場機能を有し、スカイロードやさくら通
りともハード面だけではなく利活用によってつながることで（ex. スカイテラスチャ
レンジ）、人の循環を生み出していきます。北公園や旭ヶ岡公園などの広場、まち
かどのポケットパーク、水の豊かさを象徴する水路なども中心部のそぞろ歩きを促
す要素として活かしていきます。
　環境循環の拠点では、駅周辺地区が多良岳山系から水田の平野と有明海の干潟に
繋がる山と海の接点に位置していることが重要です。世界でも希有な干潟が山から
運ばれた泥質の土と有明海の大きな干満差によってできていることを、山と海の環
境が交わる場所にある駅周辺地区では同時に体感することができます。また、身近
に水路などがある鹿島では、私たちの暮らしが大きな水循環の一部にあることを教
えてくれます。このように、駅周辺地区は鹿島の豊かな自然を多面的に感じること
ができる、環境循環の拠点としてふさわしい場所にあると考えます。
　「JR 肥前鹿島駅周辺まちづくり」は、交流循環を促すことで人がつながり、環境
循環を考えることで私たちの暮らしをもっと知っていくことを目指し、以下のよう
にテーマ（コンセプト）を設定します。

JR 肥前鹿島駅周辺まちづくりのテーマ (コンセプト ) 

「人と自然がつながる 私たちの“まちの駅” 」
・地域を守り、磨き、新たに加えて積み上げていくまちづくりの姿勢が、鹿島に暮
　らし、鹿島を訪れる魅力の源となっています。
・駅は通勤通学の交通結節点であるとともに、暮らしの拠点であり、文化の拠点です。 
　鹿島に暮らす人、訪れる人が憩い集う交流の場となることが期待されています。
・また、スカイロードとの繋がりを強化充実させていくことで、中心市街地の活力
　再生にも波及させ、持続性の高い、鹿島ならではの積み上げ方 ( プロセスとアプ
　ローチ )によって「まちの駅」づくりを、市民の力で共に創りだしていきます。
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凡例

テナントビル

雑貨店

テナントビル

美容室

バー
テナントビル

鍼灸院

フィットネスクラブ

理髪店
雑貨店

アパレルセレクトショップ

テナントビル

呉服店
和食料理店

時計・宝飾店

ヒアリング・アンケートでの意見・要望

・委員の皆様、市民グループ、NPO、事業者
様等 147 名の方にヒアリングを行いました。
（10/14～7/19）
・駅およびバスセンター利用者にアンケート
を行いました。（131 名、1/27～2/2 実施）
・鹿島高校の学生さんアンケートを行いまし
た。（659 名、12/4 実施）

◎駅舎や駅前広場だけでなくその周辺も
含めた構想に
◎自然環境に配慮して、鹿島を印象付け
られる整備を

全体構想

◎賑わいを創出する各種商業施設
◎働き方改革等に対応できるオフィス関 
　連施設
◎中心商店街へ人を誘導するような動線
◎国道２０７号バイパスと駅のアクセス
　道路の確保

駅周辺

◎通学利用者等の待合機能強化（利用時間・冷暖房・Wi-Fi）
◎来訪者（観光客・ビジネス客）に対する情報発信機能強化
　（特に外国人）
◎二次交通案内機能（バス・タクシー・レンタカーなど）
◎土産物などの特産品の販売力強化
◎飲食ができる店舗
◎電車などを眺望できる場所
◎電車を利用しない人も集まれる機能
◎災害時の防災機能（避難機能）
◎改札からホームへの動線短縮
◎交通系ＩＣカードの利用
◎肥前浜駅のような古いものを活かす視点
◎清潔で利便性の高いトイレ整備
◎駅東側とのつながり創出

駅舎

◎イベントスペースの確保
（賑わい空間の創出）
◎緑のある公園・ベンチ

駅前広場 駅前交通環境
◎車と人や自転車の動線の重なりを解消し、安全性の向上
◎送迎車両の多重縦列駐車解消
◎歩道の整備
◎不要不急の通過車両の排除
◎飲食店送迎車両待機所の整備

◎雨に濡れない屋根付きの駐輪場
◎自転車を入れやすく出しやすい仕組み

駐輪場

◎駅舎とのアクセス強化（動線短縮）
◎無料駐車時間の拡大（送迎車両の一時駐車）
◎雨に濡れない屋根付きの通路
◎災害時の防災機能（車中避難）
◎近隣商業施設との駐車場連携（買物客の無料利用）

市営駐車場

◎駅とバス乗り場のアクセス強化
（車との動線重なりの解消）
◎雨に濡れない屋根付きの停留所
◎電車とバス・タクシーの乗り継ぎ動線
　短縮・機能強化
◎市内観光地や市外主要地点に向かう便
　数の確保
◎市内の医療機関や商業施設などに向か
　う公共交通の充実
◎観光客用のレンタカーやレン　タサイ
クルの充実
◎環境に配慮した超小型モビリティ
（電気自動車）の採用

バス・タクシー乗り場(二次交通)

3) 整備課題の抽出
(1)
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第3章　 駅周辺整備構想の検討

第4章　 実現化方策の検討
1）今後の推進体制

第1章　 地区現況および課題等の整理
1）地区現況等の整理
2）上位計画・関連計画の整理
3）整備課題の抽出
4）整備課題図

1）まちなか整備目標と基本方針の設定
2）整備対象地区の設定
3）地区将来まちなか骨格図の検討

1）駅周辺整備構想の考え方
2）ソフト面の重点的な取り組み

2）整備時期の分類
参考 1）～6 )

3）イメージパース

4）まちなか整備構想の検討

5）課題解決のための方向性

第2章　 まちなか整備構想の策定

 ＪＲ肥前鹿島駅は、特急および普通列車が停車する鹿島市の主要駅ですが、令
和４年秋以降は、西九州新幹線開業に伴い、特急列車の大幅減便が見込まれて
います。このため、乗降客数や利用形態が様変わりすることが予想されます。
鹿島市では、将来に適応するために、本構想を策定しました。JR肥前鹿島駅
舎および駅前広場等をどのようにするか、どのように変わっていくべきかの方
針を定めています。
 駅は、まちの顔です。JR肥前鹿島駅は、鹿島市の顔であると共に、通勤通学
など市民の生活基盤を支えるものであります。また、駅は誰もが利用できる公
共の場でもあります。人口減少、鉄道利用者減少が見込まれる中であるからこ
そ、駅前の安全性や交通結節機能の強化により安心してご利用いただけるよう
にし、また、鉄道利用だけでなく生活の場の一部にもなり得るように変えてい
くことで、市民の皆様に日常的に利用していただくための駅周辺の全体構想と
しています。
 本全体構想が事業のスタートであります。この構想をもとに、今後も市民の
皆様の意見を伺いながら、事業実現に向けて、検討を進めていくものでござい
ます。
 最後に、本全体構想の策定にあたり、ご尽力頂きました検討委員会の皆様を
はじめとして、ヒアリングやワークショップ、アンケートなどで貴重なご意見
やご提案を頂きました皆様に心から感謝申し上げます。

ＪＲ肥前鹿島駅周辺整備全体構想策定にあたって

令和3年11月
鹿島市長　樋口　久俊

JR肥前鹿島駅周辺整備全体構想　
令和3年11月

【発行・問合先】
　鹿島市役所 都市建設課
　　電話 0954-63-3415



2）基本計画策定までの流れ
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（1）検討体制
　検討体制としては下図に示すように、市民等で構成される「まちづくり会議」からの意見を受け、事業主体
で構成される「デザイン検討会議」が意思決定を行い基本計画最終案を市長に報告いたしました。
　「まちづくり会議」では、市民ワークショップ等からの意見が集められ、「デザイン検討会議」への意見や共
有を行い、広い市民意見の計画への反映を担いました。
　専門家で構成する「作業部会」では各会議へ提案する計画や設計案の作成を行い、更にその下部には専門分
野に分かれた「専門部会」を設置し、詳細な計画内容の検討を行いました。

（2）検討の流れ
　令和３年11月の全体構想策定後、専門部会で詳細な検討を継続し、作業部会を5回、まちづくり会議を２回、
デザイン検討会議を２回開催しました。
　その間、市民や鹿島高校生の参加を得て基本計画ワークショップを２回開催。
　第二回デザイン検討会議において委員の承認を得た後、「JR 肥前鹿島駅周辺整備基本計画（案）」を市長に
報告。「JR肥前鹿島駅周辺整備基本計画」の策定が完了しました。
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